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笑顔と笑顔のおつきあい



お客さま
会員の皆さま

呉信用金庫は、地域と
ともに、持続的な発展を
目指しています。

呉信用金庫は、地域と
ともに、持続的な発展を
目指しています。

地域貢献
活動

各種金融
サービス

貸出金以外
の運用

貸出金

出資金

預金積金

呉信用金庫

会員数：
58,620名

有価証券：2,586億円

    預け金：1,721億円

4,464億円

　　常勤役職員数：601名　
〔グループ役職員数（※）：779名〕

※非正規職員を含む
店舗数：43店舗

28億円

7,996億円

お客さまの着実な資産づくり
の お手 伝 いをさせていただ
くため、新商品の開発やサー
ビスの 一 層 の 充 実に努 めて
おります。

お客さまからお預入れいただ
いた資金の一部は、公社債を
中心とした有価証券などで、
安全性を重視した運用を行っ
ています。

お客さまからお預入れいただ
いた大切な資金は、地域の中
小企業や個人の方へ融資し幅
広くご利用いただいています。

　当金庫は、広島県全域を営業地域として、預金や融資といった伝統的な金融業務にとどまらず、皆さまのライフ
サイクルに応じた資産形成のお手伝いや企業価値向上に向けたサポートなどを通じて、地域社会の繁栄・発展に努
めています。引続き、地域社会の一員として、皆さまとの絆を大切にしつつ、相互信頼・支援の関係を築き上げ、
皆さまのお役に立ちたいと考えています。

販路拡大や事業承継など地域の企業の皆
さまに寄り添った「伴走型」の営業活動
に取組んでいます。
また、ＣＳＲ（企業の社会的責任）への取
組みとして、地域貢献活動にも力を入れ
ています。

（注）計数は2021年9月末現在のものです。
　　　本誌に掲載している計数は、単位未満を
　　　切り捨てのうえ表示しています。本 店

呉信用金庫と地域社会



預金積金の状況

貸出金の状況

地域の多くの方々から大切な資金をお預りしています

地域のお客さまに幅広くご利用いただいています

損益の状況

不良債権の状況

お客さま第一主義の経営に徹し、安定した収益を確保しています

高い保全率、自己資本によるカバーで健全性に問題ございません
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国内基準の４％を大きく
上回る高い水準です。

有価証券残高 預け金残高

2021年度上期の業績
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（単位：億円）

自己資本の額及び自己資本比率

不良債権額及び不良債権比率

12.17 11.86

金融再生法に基づく開示債権

保全額及び保全率

　　　　 区　　分
金融再生法上の不良債権
　　破産更生債権及びこれらに準ずる債権
　　危険債権
　　要管理債権
正常債権
　　合計（総与信）

自己資本の構成

2021年9月末
　　  

区　　分

コア資本に係る基礎項目

　　うち普通出資

　　うち利益剰余金

　　うち一般貸倒引当金

コア資本に係る調整項目

自己資本の額

リスク・アセット等

自己資本比率

48,394

2,805

44,025

1,071

549

47,844

409,085

11.69%

（単位：百万円）

業務純益

2021年
9月期

業務純益

実質業務純益

コア業務純益

コア業務純益
（投資信託解約損益を除く）

920

920

925

881

2020年
9月期

1,044

883

883

663

2019年
9月期

505

511

505

578

　

（単位：百万円）

（単位：百万円）

2021年9月末
18,020
14,471
80.30%

447,489
4.02%

　　　　 区　　分
不良債権額（Ａ）
保全額（Ｂ）
保全率（Ｂ）÷（Ａ）
総与信（Ｃ）
不良債権比率（Ａ）÷（Ｃ）

（注）総与信＝正常債権＋不良債権

（単位：百万円）

（単位：％）

3.92

（注）信用金庫においては中間決算が義務づけられていないため、この半期ディスクロージャーは当金庫が自主的に開示するものです。
　　従って本誌に掲載している計数は、会計監査人の監査を受けておりません。
　　実質業務純益とは、信用金庫本来の事業活動によって獲得した利益を表す｢業務純益｣に｢一般貸倒引当金繰入額｣を加えたものです。

11億円 当期純利益 億円９

4.02％ 80％は引当金や担
保、保証等により
保全され、20％は
自己資本で十分カ
バーしており、健全
性に問題はござい
ません。

億円増加

前年同期比で

７

自己資本の状況 国内基準を大きく上回る自己資本比率を維持しています
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有価証券・預け金の状況 安全性を重視して運用しています
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7,8187,398

4,1324,132
4,380
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5期連続で増加
上半期で

191億円増加
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比較的リスクの低い
国内債券が中心

信金中央金庫（信用
金庫の中央機関）
への預け金が中心
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預金者別残高構成比

預金の約80％を個人のお客さまから　
お預かりしています。

金融機関
0.1％

公金
3.6％

個人
78.1％

一般法人
17.9％

貸出金業種別残高構成比

個人の方をはじめ、様々な業種のお客さま
に幅広くご利用いただいています。

個人
36.9％

不動産業
17.3％

製造業
8.3％

サービス業
7.8％

卸・小売業
6.8％

地方公共団体
8.0%建設業

6.2％

運輸・郵便業
5.2%

その他
3.0％

8期連続で増加
上半期で

40億円増加

　2021年9月末

時価　　　 評価差額

有価証券の時価情報

その他有価証券で時価のあるもの

区　　分

国　　債

地 方 債

社　　債

株　　式

外国証券

そ の 他

合　　計

14,419

97,734

81,748

1,414

42,975

18,546

256,837

182

976

813

336

808

641

3,757

（単位：百万円）

11.69％
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地域経済活性化への取組み �

公益財団法人産業雇用安定センター広島事務所と連携協定締結

連携協定締結式

　2021年７月７日、地域の中小企業の事業活動を支援するため、（公財）産業雇用安定センター広島事務所と連携協力
に関する協定を締結しました。当金庫は、新型コロナウイルス感染症や地場の大手製鉄所の閉鎖に伴う経営環境の変化
等受けて発生した人材に関するお客さまからの相談に応じ、（公財）産業雇用安定センターは、お客さまの人材ニーズ
に応じた支援を無料で提供することで、両者協力の下、地域の労働力需給の安定、持続的な企業成長を支援することを 
協定締結の目的としています。

「呉・しまなみ魅力発信プロジェクト !～おいシーサイドR185～」
プロジェクトを開始

プロジェクト開始記者会見 マーケティング力強化セミナー

　2021年７月28日、当金庫としまなみ信用金庫は、大阪に本社を置く地域商社と連携し、呉、東広島、竹原、三原と
大崎上島町の４市１町の食品製造・販売事業者を支援するためのプロジェクトを開始しました。プロジェクトの開始に
あたり、2021年８月27日、対象の事業者向けに「国道185号線に面した地域を舞台に活動する参加者の『稼ぐ力』向上」
をテーマとした「マーケティング力強化セミナー」と事業説明会をオンラインで開催しました。流通や商品開発に精通
した専門家やバイヤーと事業者の皆さまをつなぎ、販路拡大に向けた実務面でのサポートを行っていきます。

創業支援への取組み

くれ創業カフェ

オンライン開催の様子

呉創業支援ネットワーク円卓会議

　当金庫が事務局を務める「呉創業支援ネットワーク」では、2021年６月14日、女性の創業予定者を対象に“表現力”
強化をテーマとした「くれ創業カフェ」をオンラインで開催しました。また、2021年７月30日、同ネットワークで円
卓会議を実施し、他県の先進的な創業支援事例や呉地域の創業支援の在り方について、意見交換を行いました。
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地域貢献への取組み �

呉宮原高等学校主催「PTA総会保護者対象進路講演会」
で講演（2021年５月８日）

呉地区公立学校校長会連合会　総会並びに研修会で講演
（2021年７月14日）

安浦小学校児童の「南薫造展」見学会への協力
（2021年６月10日）

「安浦小学校の児童が描く〜南薫造の風景展」の開催
（2021年７月14日〜８月２日）

　当金庫では、地域の皆さまにより一層親しみを感じていただくため、オリジナルキャラクター「れもネコ」 
を制作しました。それに伴い今後、現在の「アンパンマン」キャラクター通帳・キャッシュカードを 

「 れ も ネ コ 」 に 変 更 し ま す の で お 知 ら せ い た し ま す。 新 デ ザ イ ン は、「 れ も ネ コ 」 を ベ ー ス に 
すっきり感をもたせた一方で、朗らかさや温かみを感じられるものとしています。
　今後とも変わらぬご利用のほど、よろしくお願いいたします。

変更前 変更後

キャラクター通帳・キャッシュカードのデザイン変更のお知らせ


